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ゴボウ曜詰の殺菌加熱時間に関する研究  
、  

（結語時報第2‘噂鰐ま主号昭和20年発表）  

岩  雄   

2号緒に詰めたゴボウ総譜の熟侍達速壁については金子氏（t）の測追給果がある。叉蜃／ケ問題とさ  

れたゴボウ纏詰の膨髄原因体として木快氏（コ）把よってCl．t’ュermosatNharoly七illum Var．Goboi  

が分辞され其耐熱度が測定された。余は是等の二つの報告を材料としてゴボウ縄語の殺菌加熱時簡  

の計算を試みた。鼻紙典は次の如くである。  

計  算  結  果  

1、殺菌温度‖ト3度を使用の場合に放ける加熱時間  

1、殺菌温度………‥・ 111．3度（7封贋）   

2、描  ………… 2号撞   

8、内 容 畳………… 6鱒瓦   

4、総譜の初泥…………81・さ渡   

さ、殺菌加熱申に於ける並度（抽話中心）変化・…‥金子氏報告第2家   

6、加熱致死時間……… 木俣氏の測定結壌から求める   

7、以上によって殺菌加熱の各時間に於け－る致死率を計算して攻寒の轟恨を得た。  
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加熱時感（鋸 一  

持、第1表の紙果より加熱時間と致死率との関   

係油紙を描くと第1岡の如きものが縛られ  

る0  

9、第1図のADO（印分間の加熱によって殺菌加熱を停止し冷却した1際の致死率曲線に包蒙れ   

た耐簡）及びBCO（甜分間の加熱によって殺菌加熱を停止し冷却した際の致妃率地紋に包  
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まれた面薗）の面鏡をプラ土メーターを伐用して測足し、単位設蘭画璃（尭重な無菌状態を  

得るに必要孜面積）に対する百分率を計算すると第2衷の如き結果を得る。  

筋  2  蓑  

但し黎使役菌困輯は致死率と加熱  

時間とを乗じたもので表はすと  

0．0さ×20こ1であって尭全校菌を  

表はす。  

］0、第2表の単位殺菌i画稿に対する百分率と加熱時間との関係を第2図の如くに描き、10t）％に棚   

当する加熱時間を求めて5り分を得る。   

但し本計算に放ては加熱部分の殺菌効果のみを基礎に加熱時間を算   

出してゐるが実際には冷却部分に於ても殺菌効果を有す去部分があ   

って、それを加算すべきであるか、、切持てられている。   

従って冷却部分をも加算するとこの計算結果よりも幾分加熱時間は   

づ短いものになる。  

11、計算結果から殺菌加熱時間を決足する際に安全率を幾何にとって   

良いか隠問題であるが荘には20％の安全率を加算して次の如くに決   

足する59分×1．2＝70．8分一   

郎ち71分と決足する、即ち初過81・5度の2号随ゴボウ縫詰を7封度  
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（］・11・昭）たて設蘭加熱するに要する時間は7崎とす0  

12、9に摘記の各加熱時間毎の致死琴曲放に包まれた面輯の単位殺菌  
字  タわ  ∠0  

か教咋㈲㈲  

封筒に対する百分率を求める際に各面稗の重畳を枯野天秤によって秤量して行ふことが出来る、  

即ち次の表の如くである0  

2、殺菌温度115度藍住用の場合に放ける加   

熱時聞  

】、計算の條件   

殺菌過度……‥二…115度   

随 型………… 2骨牌  

解  3  衰   

内容量…………650瓦   

経講和温…………85度   

殺菌加熱中に於ける縫中心温度の変化……金子氏報告第】衷   

加熱致死時間………‥ネ供氏の測定結果から求める  

2、各加熱時間中に於ける細菌の致死率を計算せる結果  
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三‡、以上の計算結果より致死率時間曲線を描くと節3   

阿の如くである0  
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4、致死率曲線下の画板をADOと円COとについて測定すると第5表の如き結展を得る0  
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さ、単位殺菌両税に対して100％に相当する楼加熱時間を   

第4闇の様にして求め・墾6分を得る。  

6、右の計算時問に20％の安全率を加算して朋分と決定   

する。  

46分×1．2＝55分  
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吉、計算結果に封する考察  

（り 金子氏の2号庸ゴボウ結語内に放ける熱圏連速度の測鬼結果と木供氏の膨脹ゴボウ醸譜よ  

り其原因体とLて分離した細菌の加熱致死時間とを資料として2骨絶ゴボウ縫語の殺菌加熱  

時聞について、殺菌温度1］1．3度と．仁ほ度の場合とについて計算し、前者の場如こ於てはアJ分  

後者の場合に放ては55分を得た。而してこの時間には冷却部分に於ける殺菌効果が計算から  

除タトされて居り、而も20％の安全率を加賀ルてゐるのである。  

（再〉 然るに金子氏の行った撼詰試験の結果（1）に見ると111．こ頓にて殺菌力＝熱を施したものは  

㈲分及川）分間加熱したものに於て全部膨捌趣となり、120分節加熱したものjぞけがG2日間に  

亙る甜度の優遇傭府試掛こ放て膨隠幡となってゐない。計算結県の71分間とは甚だしく利達  

する。  
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 次に115度に於て殺菌加熱を施した余子氏の試験に於ては60分、90分及12t〕・分加魔の何れに於  

ても膨脹繕を出してゐない。この場如こ於ては付〕分間は毅短加熱時閣になってゐるから計算  

轟音果‘・とよる55分間の加熱を以て完全な殺菌効偲が得られたかどうかは不明であるが．此試験  

に於て佗用の故短加熱時間とは大きな茎がない。併Lこの試義絶果の全体から受ける感じに  

於ては55分間の加熱時間に多少の不安が感じられる。  

（ハ）計算の加熱時間と実際の韻語試論総見との聞に放て、上記の如き不一致を来す以上、本計  

算に利用した熟除遼遠歴と細菌の加熱致死時間の何れかに或は其雨着把ついて再検討の必要  

が生じる。  

即ち次の如き疑問が生ずる。  

（孔）金子氏の熟俺達速度測淀縁取が虞に2号描ゴボウ鰭譜円に於て関越の細菌芽胞の存在し得  

る箇所の内緒外部よりの熟の障達の故も遅い部分の温度の変化を代表してゐるものであら  

うかどうか？  

（b）木快氏の細菌の加熱致死時間よりも更に親犬な熟抵抗ノほ有った細菌芽胞が開講している  

のではなからうかどうか0  

（c）或は叉金子氏のき遵詩興追試験に描に詰めた処頓原料中には、木渓氏の測怠陪果を基礎にし  

ては計算出来ない程度に細菌によって濃厚に汚染されてゐたのではあろまいかどうか。  

（b）試験縫語の初温が何れも加熱嘩鎌の測定に供用の試論総譜と比放することの出来る程度の  

初温を持ってゐたかどうか。  

（干）1号縫ゴボウ絶譜（但しこの場かこは注入液老使用してゐる）円め熟娃達速度については江   

原氏（3）の測長船果がある、それによると仙の最大のもので僅か樗12と云ふ槙な低い値であ   

るから、岩Lも木俣氏のゴボウ菌の加熱致死時間を以て計算するならば水煮ゴボウ繕結は規   

凄業者が使周Lてゐるよりも濃か紅低い加熱程度を以て完全殺菌をなし得る筈である。筆者   

は此場かこ於てや、前項（ハ）に於て逓ペたと同様の巌間を吏に強く懐くものである0  

（唱和19年8月）  
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